






















































かでも，製造品出荷額等は10兆 9 千億円（2013年）［ 8］と全国有数の位
置を占めており，そして農業については，農業産出額が4,356億円（同）
［ 2］と全国でもトップクラスを誇っている。なお，2010年の産業別就業人












































































（利根町）の10市 3 町 1 村），計32市10町 2 村で構成されている。
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4 － 2 ：茨城県の近年の貿易動向
上記のように，茨城県の製造業はバブル崩壊以降，内需主導による成長
を一部の産業で果たしながらも，全体として外需依存型の経済へと発展し
てきたと見ることができる。最後に表 4および図11をもとに，近年の貿易
動向について確認する。
まず貿易額を概観すると，全体としてはおおむね上昇傾向にあると見
て取れるが，特に09年の下落が著しい。これはいうまでもなく世界金融
危機の影響であるが，茨城県の場合，輸出が前年比で37.6%，輸入が同じ
く45.3%とともに大きく減少している。その後も東日本大震災の影響もあ
り一進一退が続くが，12年と13年には飛躍的な伸びを見せ，13年には輸
出・輸入ともに過去最高（輸出9509億円，輸入 2兆800億円）を記録して
（23）　こうした食料品製造業の安定的な動きの背景については，本県の第一次産業が果
たしている役割が大きいものと考えられる。例えば徳江は1980年から2000年までの
産業連関表による分析に基づき，茨城県の第 1次産業は他部門から受ける生産誘発
効果は小さく，他部門に与える生産誘発効果が相対的に高いことを指摘している。
徳江和雄「茨城県経済の構造と変化：県産業連関表の検討」（『茨城大学生涯学習教
育研究センター報告』No.7，2006年），34－36頁を参照。今後の地域社会の発展を
考えるうえでも，本県の第一次産業が果たす役割についての検討が，改めて必要で
あるものと思われる。
（24）　なお，産業連関表の分析を軸に日本経済の再生産構造の特質，特にその輸出依存
的経済成長と問題性について論じたものとして，村上研一『現代日本再生産構造分
析』（日本経済評論社，2013年）を参照。
396
図11：茨城県の貿易額の推移
出所：横浜税関鹿島税関支署「茨城県貿易概況」
表 5：貿易の主要品目
出所：図11と同様
 
いる
（25）
。
次に品目別で見ると，まず輸出については一般機械や鉄鋼が従来から主
（25）　ただし，2013年以降の貿易額については，日銀の金融緩和による為替変動（円
安）の影響を受けていることも考慮に入れる必要がある。
（億円）
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力であるが，近年では自動車の躍進がめざましく，11年から13年まで貿易
額 1位となっている。また例年，鉄鋼が自動車と同程度の輸出額を占めて
おり（14年は鉄鋼が首位），これに有機化合物，建設用・鉱山用機械，荷
役機械が続いている。なお例年，これら上位 5品目の輸出は，輸出額全体
の約 7割に達している。
他方で輸入については，やはり原材料品が大きくなっている。11年以降
でトップを占めているのは原油及び粗油で，輸入額全体の 3－ 4割とかな
りの部分を占めている。また。これに続く石油製品や鉄鉱石，石炭も含め
ると，これらの輸入額の合計は例年，輸入額全体の約 7割に達している。
なお例外となるのが自動車で，こちらも例年10%ていどのシェアを占めて
いる
（26）
。
おわりに
ここまで，茨城県産業の構造と動態について検証してきた。本稿で浮か
び上がってきたこの間の茨城県産業の経済的特質は，従来の基幹産業（電
気機械など）が停滞するなか，素材産業（鉄鋼，化学など）や一般機械を
中心に外需依存構造を高めていること，そして近年の新たな交通網の整備
や周辺地域の都市開発など大規模なインフラ事業による影響も含めて，長
期的には内需型の産業（特に食料品製造業）が地域経済を下支えしてきた，
（26）　今回の分析では十分に取り上げられなかったが，この間の貿易動向については，
2008年12月に日立港，常陸那珂港，大洗港の 3港の港湾地域を統合して開港した
茨城港の影響についても詳細に検証する必要がある。なお国土交通省の「茨城港
港湾計画（改訂）」によると，同港の主な課題・要請として，多様な海上サービス
（コンテナ・RORO・フェリー等）の提供を中心に，北米や東アジア向けの貨物の
増加への対応，および建設機械や完成自動車の輸出拠点としての能力強化が掲げ
られている。国土交通省HP内「茨城港港湾計画（改訂）」（http://www.mlit.go.jp/
common/000034942.pdf：閲覧日2015年12月18日）を参照。
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ということである。現在の同県は，企業立地の動向などでも見られたよう
に，主に海外への輸出拠点として，他の地域に比べて成長の余地があるも
のと期待されており，少なくともインフラ整備事業とその効果が一巡する
までは，安定的に推移することが予想される。
その一方で，外需依存による成長は必ずしも地域の（とりわけ雇用面
での）利益にかなうとは限らず，むしろ人員整理の進行や外部化，生産拠
点の海外移転などを通じて雇用の喪失をもたらし，ひいては労働者にとっ
ての生活の場を失うことにもつながる。また，激しい労働者削減の実施
は，研究・開発能力や技術・生産力水準の低落をもたらさざるをえず，結
果，自らの存立基盤である企業の知的財産を失うことにもなりうる。こう
した点でもグローバル企業にはその社会的責任として，改めて雇用の創出
や相応の負担を求めていく必要がある。
また，今日の茨城県に見られるインフラ事業による活況は，ローカル型
の経済発展に当たるといえるものの，それ自体は当然ながら，期間が限定
される短期的なものにとどまる。長期に亘る発展のためには，例えばその
インフラを基礎にした新たな地域経済圏や活動の形成・発展など，より地
域に根ざした取り組みが不可欠である
（27）
。
そして茨城県全体の発展を考えるうえでは，内需型産業の発展や地産地
消型・再生産型経済の構築という観点が重要である。こうした経済社会を
構築していくためには，まず労働力の再生産能力を維持・回復することを
主眼とした国内労働者への雇用・所得保障，そして社会保障の充実が一層
求められる。また，地域経済の持続可能性の視点から考えると，特に生活
手段生産部門にあたる「衣・食・住」産業の維持・発展も大きな鍵となる
（27）　そしてこのことを実現するためには，住民や自治体が当事者意識を持って内発的
に地域を起こしていくことが肝要であるものと思われる。片山善博・小田切徳美
「真の「地方創生」とは何か」（『世界』No.869，2015年 5 月号），79頁を参照。
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だろう。
それぞれの地域の中小企業や関係者たちが主体となって連携し，多様性
を生かしながら，地域社会を人間の生活の場として再生させる自律的な成
長の可能性を求めることこそが，真に持続性のある力強い社会基盤をつく
り「地域循環型経済」を形成することに資するものと思われる。
